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研究成果の概要：本研究は糖尿病療養指導士資格を持つ看護師を中心とした外来看護プログラム

を開発・導入し、糖尿病の早期治療に対する新たな治療戦略の一端を見出せるよう、早期介入の

方向性を探ることを目的として行った。平成19年度にはプログラム実施予定病院の外来看護にお

ける現状調査および分析を行い、その結果をもとに平成20年度は外来システムの連携強化をおこ

なった。この結果、外来で糖尿病療養指導士資格を持つ看護師が行う糖尿病療養指導のアウトカ

ムが明確化される取り組みとなった。 
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１１１１．．．．研究開始当初研究開始当初研究開始当初研究開始当初のののの背景背景背景背景    

医療・保健福祉のニーズは、疾病構造の

変化に伴い変化していく。近年の糖尿病患

者の増加に伴う糖尿病専門医の不足を補う

ために、糖尿病患者の療養実態の改善・健

康の向上を目指して日本糖尿病療養指導士

（以下、CDE と示す）が平成 13 年に誕生し、

数年が経過した。CDE の資格認定を受けた看

護師(CDE-Ns と示す)の数は増え、CDE 資格

取得に伴う実践や意識の変化が報告されて

いる１）。しかしその一方で、従来からの病

院内のシステム下ではCDE-Nsとしての能力

を生かす場が少なく、資格取得後十分にそ

の役割を果たせない実状があった。 
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また最近、糖尿病の早期発見、早期治療

の重要性が特に強調され始めている。なぜ

なら、多くの疫学的研究から糖尿病が軽い

時期に動脈硬化症が発症・進行することが

解明され、心筋梗塞・脳梗塞の合併リスク

を高めることがわかってきたためである。

治療に関して、現在患者教育の主流な方法

として糖尿病教育入院が用いられているが、

診断後間もなく、また症状が顕在化してい

ない患者にはその必要性を十分に認識させ

ることは困難である。加えて糖尿病の最多

初発年齢は 50 歳代であり、この年代は重要

な社会的役割を担う時期でもあるため、職

業・家庭の事情で入院を拒否する対象が多

いことも教育入院を困難にする原因のひと

つとなっている。これらのことは軽症例の

糖尿病を放置することにもなりかねず、結

果的に合併症のリスクを高めることにつな

がりかねない。 

したがって、糖尿病初期患者をフォロー

アップすることによって早期治療を推進

し、また糖尿病治療の専門家としての

CDE-Ns の能力を活用すべく、方策を練るこ

とを通して糖尿病患者へのかかわりが

量・質の両面においてよりよいものになる

のか、具体的かつ効果的な環境整備を模索

すべき段階にあるといえよう。 

糖尿病の教育アプローチ法としてエン

パワーメントアプローチの有効性が検証

されてきている。エンパワーメントアプロ

ーチは「多理論統合モデル」に基づくアプ

ローチ法であり、従来の心理・行動学理論

のうち行動変化に必須な要素を統合的に

取り入れ統合モデル化されたものである。

この「多理論統合モデル」の中で根幹的な

理論モデルとなっているのが、「ヘルス・

ビリーフ・モデル」と「変化ステージモデ

ル」である。この理論モデルによると、患

者自らが自己の健康信念の特性に気づき

自己の動機づけが可能となるべく援助を

し、患者の行動の「変化ステージ」を見極

めながら適切な時期に効果的な介入が行

われることによって、患者に望ましい問題

解決能力が定着するとされている。 

第一に、従来の糖尿病教育は集団指導を

中心にした患者への知識付与型の教育が

行われていたが、個人の症状に直接訴える

ことができず、情報を個々の状態に合わせ

て与えられないことから患者の自主的な

健康行動に結びつけられないという欠点

があった。本研究が開発を試みるプログラ

ムは、糖尿病患者に対し個別的に実施され

るため患者自己の身体に即した問題とし

て意識づけができ、糖尿病の自己管理行動

への意識を高める効果が期待される。これ

は、近年の医療の標準化や糖尿病看護の標

準化に関する議論の場でしばしば指摘さ

れるような、患者の多様性に対応できる具

体化に通じるものがあると考えた。 

第二に、本研究で開発するプログラムは、

病院内の他職種との連携を含めた、病院全

体のプログラムとしての発展可能性があ

る。またこの外来看護システムを確立し、

効果が認められれば、1つの病院にとどま

らず、以後外来看護、CDE 活動の有効的な

活動のモデルケースとして多くの病院に

拡大していける可能性があり、糖尿病早期

治療、さらには病院を拠点とした新たなヘ

ルスプロモーションの形態としてのベー

スモデルとなり得ると考えた。 

第三に、CDE-Ns はその誕生以来、活動

が期待されているにも関わらず、未だその

活動は発展途上であり、本研究においてそ

の方向性の一例の提示に発展させられる

と考えた。 

以上のことから、本研究はエンパワーメ

ントアプローチをプログラムにおける患者

への共通の教育アプローチ方法として用い

る。さらに患者個々の能力を効率的に上げ

ることを目的として個別指導の手段をとる。 

この方法を取り入れることにより、患者の

自立を助けるために援助の方向性を支援す

ること、つまり患者の「能力開化」をうな

がし、患者自己が自らの身体に即した問題

として意識づけができることから、糖尿病

管理行動への意識を高める効果が期待され



 

 

る。    

 

２２２２．．．．研究研究研究研究のののの目的目的目的目的    

本研究はエンパワーメントアプローチを

プログラムにおける患者への共通の教育ア

プローチ方法として用い、1)CDE-Ns による、

2)外来で行う、糖尿病患者への教育のための

システムを考案し、導入する。これにより糖

尿病の早期治療に対する新たな治療戦略の

一端を見出せるよう、早期介入の方向性を探

ることを目的とする。 

目的目的目的目的 1111））））糖尿病療養指導を行う糖尿病療養

導資格をもつ看護師による療養指導の

現状を把握する。 

目的目的目的目的 2222））））糖尿病療養指導資格をもつ看護師

の外来糖尿病教育における役割を探索

する。 

目的目的目的目的 3333））））目的 1、2に基づくヒアリング調査を

もとに糖尿病患者に対する、糖尿病療養

指導士資格をもつ看護師が行う外来療養

指導をはじめとした、一連の外来でのシ

ステムの整備を行う。 

    

３３３３．．．．研究研究研究研究のののの方法方法方法方法    

糖尿病初期患者を外来でフォローアップ

することによって早期治療を推進し、また糖

尿病治療の専門家としてのCDE-Nsの能力を

活用すべく、外来における具体的かつ効果的

な環境整備を目指して、CDE-Nsの活動を促進

するための体制作りを病院CDE-Nsと連携し

て推進した。 

研究研究研究研究 1111））））    

(1)(1)(1)(1)研究研究研究研究デザインデザインデザインデザイン    

質的・帰納法的研究 

(2)(2)(2)(2)研究方法研究方法研究方法研究方法    

調査方法：個人面接調査：半構造化面接を実

施。 

調査対象：継続的に外来で糖尿病療養指導を

行っている CDE-Ns 5 名を対象とした。 

(3)(3)(3)(3)分析方法分析方法分析方法分析方法    

研究方法は個別の半構造化面接調査にお

いて外来における糖尿病療養指導を通して

の現状と課題、今後望む方向性について語っ

てもらい、トラスクリプトとして書き起こし

たものをもとに、研究目的に沿って分析を行

った。 

(4)(4)(4)(4)倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮倫理的配慮    

守秘義務の遵守、自由意思に基づく参加、

データの二次使用を行わないこと等を明記

して書面をもって研究参加への同意を得た。

研究の調査・分析は研究者所属機関における

研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。 

研究研究研究研究 2222））））    

(1)(1)(1)(1)研究研究研究研究デザインデザインデザインデザイン    

アクションリサーチ 

(2)(2)(2)(2)研究方法研究方法研究方法研究方法    

研究 1 のヒアリング調査をもとに、外来役

割の機能の明確化をはかり、外来と病棟の糖

尿病教育の連携体制の整備を行う。 

(3)(3)(3)(3)分析方法分析方法分析方法分析方法    

糖尿病療養導資格をもつ看護師の外来療養

指導の達成度・満足度、および患者の行動変

容の程度を評価する。 

 

４４４４．．．．研究成果研究成果研究成果研究成果    

研究研究研究研究 1)1)1)1)    

CDE-Ns による外来療養指導における現状

と課題を明らかにするための面接調査の結

果、次の内容が明らかとなった。 

外来で療養指導に応じる位置づけとして

は、【継続的な関わりができる】、【患者の話

を時間をかけて聞ける】、【生活に密着した援

助が行える】という現状が明らかとなった。 

次に CDE-Nsが関わることの意義としては、

CDE-Ns であるということで【患者が興味をも

って聞いてくれる】、【アドボケイトとしての

立場に立てる】ことがあげられていた。 

現状における課題としては、【システム整

備の難しさ】、【一貫した教育の困難さ】、【療

養指導のアウトカムの設定の困難さ】といっ

た点が抽出された。 

本研究の結果から、対象施設における

CDE-Ns は外来での療養指導において自らの

資格を活かしながら、外来患者の生活変化に

沿って援助を行えていると実感している様

子がうかがえた。その一方、この療養指導の



 

 

場において行えることの限界も感じている

ようであり、糖尿病教育がこれまで十分にさ

れてこなかった患者に対する教育機会の必

要性が課題として挙げられていた。この結果

をもとに、研究 2）につなげ、CDE-Ns の活動

を中心とした外来糖尿病教育システムの整

備へと研究を発展させていった。 

研究研究研究研究 2222))))    

研究 1)のヒアリング調査の結果をもとに、

糖尿病患者によりよい外来看護ケアが行え

る環境整備を現場の糖尿病認定看護師と連

携して行った。対象施設の糖尿病認定看護師

と協働し、外来療養指導およびその他の外来

システム、病棟との連携の強化、フットケア

外来の開設、さらには病棟との連携を含めた

外来療養指導を取り巻くシステムの改善を

行った。加えて、関連施設との情報共有をす

すめ、医療職の専門性を生かした外来糖尿病

教育システムの提案を行い、病院のニーズが

反映される外来システムの整備の取り組み

を実施した。 

外来において医師の診察、CDE-Ns の療養指

導の糖尿病療養指導に加えて、糖尿病認定看

護師が主となって担当するフットケア外来

の開設に至った。その結果、足病変の相談ケ

ースについてはフットケア外来が中心とな

って療養指導に応じるよう外来における役

割を明確化した。同時に、他職種の糖尿病教

育への協力を求め、必要時に栄養士、薬剤師

の療養指導を受けられる体制を整備した。ま

た、それ以前十分ではなかった病棟との連携

についても、糖尿病認定看護師が全病棟を巡

回する体制が整えられ、エンパワーメントア

プローチをベースとした糖尿病教育内容の

統一をはかられることとなった。これら一連

の外来のシステム整備を通して、糖尿病療養

指導士資格をもつ看護師が行う外来療養指

導の役割が明確化し、対応する看護師の満足

度も向上する結果となった。 

以上のように、療養指導の位置づけの明確

化をはかり、外来における職種役割の明確化、

また診療報酬の変更に伴った認定看護師に

よるフットケア外来設置などの外来看護役

割の拡大につながり、各職種の専門を特化し

た連携体制を強めることを通して糖尿病患

者を取り巻く外来看護のみならず外来シス

テム全体の整備につながる成果が得られた。 
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